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学生のみなさん、こんにちは。

ＳＡＴ活動もいよいよ前期後半へと突入しました。

前回通信でＳＡＴ活動の真の目的をお伝えしましたが、みなさんは

その後のＳＡＴ活動に変容が見られたでしょうか。

本通信では、ＳＡＴファイルの活動記録についてお話したいと思います。

ＳＡＴファイルの活動記録欄には、「今回の目標・めあて」「活動内容」「活動の反省」

があります。これらは、その日の「振り返り」をすることが目的です。どんな授業もそう

ですが、学びには必ず振り返りが必要です。子どもの成長にも振り返りが不可欠です。

＜ＳＡＴファイルの活動記録＞

ア)「今回の目標・めあて」

人は目標を持つと「やってみよう」という気持ちが起こります。目標を持たない人にや

る気は起きません。みなさんには、目標を持ってＳＡＴ活動に臨んでほしいと思います。

では、目標はどのようなものがよいと思いますか。

①なるべく具体的な行動目標 (具体的でない目標は行動に移すのが難しい)

②少しの勇気でやれそうな行動目標 (かなりの勇気が必要な目標はくじけやすい)

例えば、「子どもがやる気になるような声かけをする」を目標に設定したとしましょう。

その人は、事前に「どんな声かけをしたらよいか」を考えます。そして、目標達成のため

に勇気を出して子どもに声かけをします。行動に移しやすい目標を設定しましょう。

イ)「活動の反省」

この欄は感想を書くのでなく、どのような「気づき(学び)」があったかを書くようにし

ましょう。「気づき(学び)」はみなさんの成長の証です。「気づきの量」＝「成長の量」

と捉えると、さらに充実した振り返りができるようになるでしょう。ＳＡＴ活動は PDCA
サイクルです。【(P)目標設定→(D)実践する→(C)振り返り(気づき)→(A)次に活かす】

＜こんな振り返り(気づき)ができたらいいな＞

「子どもにとって最大の教育環境は、教師自身である」という先哲の言葉があります。

みなさんの成長が、子どもたちの成長に大きく関わっているのです。

みなさんには、ＳＡＴ活動をやりっぱなしで一日を終わることなく、毎回振り返りを通

して「気づき(学び)」を、自分の成長のためにも大切にしてほしいと願います。


